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みんないい~

vo 1. 
( はっ lまたち

~みんなちがって 川島(緑野小)担当

みなさんこんにちは! Leaves は通級を利用する子どもたちのことを少しでも伝えたいという思い
から発行を始め、 3 年目。第 8 号を迎えることができました。
そして、今回の円云えたいリは、通級を利用した子どもたちの卒業間近の作文です。
ふたぱ学級には『卒業・進級お祝い会』というのがあり、みんなでお祝いをします。どのグループ
の子どもたちもそれぞれ協力し合い、ペープサー卜や電車クイズ、手品など・・・出てくるものは
さまざまの楽しい会です。そこで卒業生が読んだ【振り返り】の作文を、一部ですがご紹介します。
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*ふたば君の担当の先生牢

01.ふたぱに来たばかりの時の印象は?

A. 先生の方が後からふたばに来たので、初

めて会ったのはふたぱくんが 5 年生の 4

月でした。第一印象は、明るくおもしろ

そうなおこさんだなと思いました!

02。どんなところに意識して指導されましたか?

A ふたぼくんの良さ(明るく前向き、アイ

デア豊か)をつぶさずのばしていくには

どうすればいいか、苦手なところをよさ

でカバーできないか考えた。

03. どんなお子さんでしたか?

A. 一見なんの問題もないように見られがち
ですが、抱えている課題(運動、感覚統

合的、漢字、空間認知など)は大きいお

子さんでした。ふざけているように思わ
れちゃうから損だなァ~と。でも、明る

く前向き!

楽天的なのですばらしいと思いました!

04 最後に一言
A. 自分ってどんなタイプ?か どうしたら
囲っていることがうまくいくか 自分の
ょいところはどんなことか よく話し合

いました。
これが大事なことのように感じます。彼

のように明るい前向きなでこぼこさんが
ふえるといいなと思います。

ふたばは心の成長に不可欠な

場所でした。

頑張って 100 回以上送り迎

えして良かったです(^ )̂ 

*ふたばちゃんの担当の先生牢

01 ふたぱにきたばかりの時の印象は?

A. 物静か。人の輸の後ろにそっといるような

子。家族想いなお姉さん。

02. どんなろころに意識して指導されましたか?

A. 低・中学年の頃は 本人の要求や困ってい

ることの伝え方を教えながら ゆっくりと

話を聞く場や時間を作りました。苦手なこ

とにも取り組めるよう励ましを多くした。
高学年は本人の自主性を大切にしつつ、安

心して語れるグループづくりを意識しまし
Tこ。

03. どんなお子さんでしたか?

A. 感覚の過敏さもあり、接触の多い運動は苦
労をしており見学することもあったが、ス
モールステップで練習を重ねるなど努力し
ていました。

また、人の前で話をすることにも挑戦する
などたくましくなりました。

04. 最後に一言

A. クラスの担任の先生方からも温かく見守ら
れ励まされながら クラス、行事、委員会

活動で活躍をしていました。
めんどう見が大変よく、下級生から慕われ
ていました。

人前で話すのが苦手で泣いち

ゃったときもあったね・. . 

ほんとに成長したな 00 。

ふT-:.\手ちゃんママ

『 前回の卒業進級お祝い会の日、送り出す倶IJの息子がふと、私に質問しました。 f俺さあ、どうして

編集後記 l ふたばに通ってるのつ j お!そういうこと、意識しはじめたんだ。しかし、なかなか難しい質問です。
J 君の未来を考え、世間的なルールや制度、親の都合も加味され、正解なんかない中で、手さぐりで

たどりついた訳だけど.。う--ん、なんて答えたらいいのかなあ。と、その時、 6年生達が素敵な作文をつぎつぎに読み出し
たのです。一人一人のでこぼこが全く違う中、克服したい苦手項目もひとそれぞれ。でも、ある意味オーダーメイドな指導の賜

物でしょう、自分をみつめ、その子なりのペースで成長をとげている。ふたばを修行の場ととらえたり、安心な場所とか居場所と
表現した6年生もいて、感動…。息子よ、これが答えだ!帰り道、「知りたい事の答えが作文につまってたねJと言うと、「俺、 6

年まで通うの?作文とか、人前で読むってマジ無理-Jはいいつ気になったのはそこですか……。今日も、子供の成長力を信

じて見守っています。

.゙ Leaves を読まれた感想やご意見などございましたら、お声をお寄せください P

担当連絡先 fi 0 3 -3 4 8 0 -6 0 9 9 s hnatt74@docomo. ne. jp (緑野小/JII 島 五小/永田)

~最後まで読んでくださりありがとうございました~


